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１ 調査概要 

（１）調査の目的 

長期欠席の状態にある児童生徒を抱える家庭を対象に、長期欠席による家庭環境の変化や

支援制度の利用状況、求める支援内容等を把握し分析を行うことで、当該家庭を支援するための

実態に即した効果的な施策を構築することを目的とする。 

 

（２）調査概要 

 山梨県における長期欠席児童生徒およびそのご家庭への支援策を検討するため、県内公立小

学生から高校生の保護者を対象に、実態調査（webアンケート調査）を実施した。   

 

図表：アンケート概要 

調査対象 県内の公立小学校２年生～公立高校３年生の保護者 

調査方法 web調査 

集計対象数 ※ 771件   

 

※回答者のうち問3-1にてお子さんが30日以上欠席した人数が１名以上の人を集計対象とした。 

 

（３）調査期間 

2025年 7月 8日―8月 8日 

 

 

２ 調査結果の見方 

集計で示すグラフは、円グラフが単一回答、棒グラフが複数回答の設問である。 
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３ 調査サマリー 

問２ お子さんの人数 

お子さんの人数について、「2人」が最も多く 42.0％、「3人」が 13.0％、「1人」が 9.5％となって

いる。 

 

問 3-1 お子さんが 30日以上欠席した人数 

お子さんが 30日以上欠席した人数について、「1人」が 90.9％、「2人」が 8.7％となっている。 

 

問 3-2 長期欠席の状況（3人分合算） 

長期欠席の状況について、「昨年度、連続ではないが年間を通じて三十日以上学校を欠席した。

現在は欠席が減り、学校に通う事が出来ている」が最も多く 27.4％、 「昨年度、連続ではないが

年間を通じて三十日以上学校を欠席した。現在も同じ頻度で欠席している」が 25.6％、 「昨年度、

一週間以上連続して学校を欠席した期間があり、現在も行っていない」が 25.5％、となっている。 

 

問 4-1 お子さんの学年（3人分合算） 

お子さんの学年は、「中 3」が 17.8％、「中 2」が 12.4％、「中 1」が 10.4％となっている。 

 

問 4-2 お子さんの欠席傾向がみられた学年（3人分合算） 

お子さんの欠席傾向がみられた学年について、「中１」が最も多く 18.4％、「小 1」が 12.7％、「小

5」が 12.1％となっている。 

 

問 5 長期欠席の要因・きっかけ（3人分合算） 

長期欠席の要因・きっかけ（3 人分合算）について、「からだの不調」が 32.5％、「気持ちが落ち

込んだり、いらいらしたりした」が 30.9％となっている。 

 

問 6 長期欠席時の保護者の感情（3人分合算） 

長期欠席時の保護者の感情について、「自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるよう

にしてあげたい」が最も多く 40.8％、「在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい」

が 39.8％、 「家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい」が 31.0％となって

いる。 

 

問 8-1-1 スクールカウンセラー利用有無 

スクールカウンセラー利用有無について、「過去に利用したことはあるが、現在は利用していな

い」が最も多く 48.6％、「現在利用している」が 19.2％、 「今は利用するつもりはないが、必要にな

れば検討する」が 11.0％となっている。 
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問 8-1-2 スクールソーシャルワーカー利用有無 

スクールソーシャルワーカー利用有無について、「今は利用するつもりはないが、必要になれば

検討する」が最も多く 33.5％、「どういったものか知らない、わからない」が 29.2％となっている。 

 

問 9 学校（教育委員会）に求める支援 

学校（教育委員会）に求める支援について、強く望むことは、「学校が安心できる場所になって

ほしい」が最も多く 61.0％、「在籍学校内に、教室以外の居場所をつくってほしい」が 46.7％、「学

校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所など）と在籍学校の連携を

してほしい」が 42.5％となっている。 

 

問 10 学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所など）の利用状況 

学校外支援の利用状況について、「今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する」が

最も多く 32.0％、「現在利用している」が 15.6％、 「過去に利用したことはあるが、現在は利用して

いない」が 13.0％となっている。 

 

問 11 学校外支援の利用状況 

学校外支援の利用状況について、利用したことのある支援は「教育支援センター」が最も多く

51.8％、「フリースクール」が 33.2％、 「フリースペース・居場所」が 27.7％となっている。 

 

問 12-1 教育支援センターについて 

教育支援センターについてについて、「お子さんが安心して過ごせる」が最も多く 57.0％、「支援

者の対応が丁寧・信頼できる」が 47.4％、 「費用面」が 46.5％となっている。 

 

問 12-2 フリースクールについて 

フリースクールについて、「お子さんが安心して過ごせる」が最も多く 72.6％、「他のお子さんと

交流できている」が 58.9％となっている。 

 

問 12-3 フリースペース・居場所について 

フリースペース・居場所について、「お子さんが安心して過ごせる」が最も多く 60.7％、「支援者

の対応が丁寧・信頼できる」が 47.5％となっている。 

 

問 13 学校外支援の改善点 

学校外支援の改善点について、「支援を受けられる場所を増やしてほしい（近場で支援を受け

たい）」が最も多く 43.2％、「学校の出席や成績に繋げてほしい」が 37.7％、「進路の支援をしてほ

しい」が 29.1％となっている。 
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問 14 利用できない理由 

利用できない理由について、「現状で特に問題ないから」が最も多く 36.0％、「心身の状態が通

える状態ではないから」「通える範囲に施設がないから」が 16.8％となっている。 

 

問 15 支援場所への希望 

支援場所への希望について、「お子さんが安心して過ごせる」が最も多く 78.0％、「家から通い

やすい／利用しやすい」が 68.2％となっている。 

 

問 16 ケアに関与した方 

ケアに関与した方について、「母親」が最も多く 72.0％、「無回答」が 12.8％、 「その他」が

10.2％となっている。 

 

問 17 支援時の感情、負担 

支援時の感情、負担について、「お子さんの将来に対する不安について（保護者がお子さんの

将来に対し不安を感じている）」が最も多く 62.3％、「お子さんの学習の遅れや家庭での学習対応

の難しさについて」が 57.2％となっている。 

 

問 18 相談相手について 

相談相手について、「はい」（相談相手がいる人）が 75.4％、「いいえ」（相談相手がいない人）が

10.5％となっている。 

 

問 19 相談相手の具体例 

相談相手の具体例について、「家族」が最も多く 74.9％、「学校の先生（担任の先生、養護教諭

など）」が 62.7％となっている。 

 

問 20-1 相談できなかった理由 

相談できなかった理由について、「相談しても状況が変わるとは思えない」が最も多く 55.6％、

「相談できる人が身近にいない」が 42.0％、 「誰に相談するのがよいかわからない」が 39.5％とな

っている。 

 

問 21 雇用形態の変化 

雇用形態の変化について、「雇用形態は変化していない」が最も多く 54.6％、「無回答」が

14.9％、 「就労していない」が 9.7％となっている。 

 

問 22 雇用形態を変えた理由 

雇用形態を変えた理由について、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だった
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ため」が最も多く 61.1％、「自分の心身の健康状態が悪化したため」が 38.9％、 「自身の希望とし

てお子さんのケアに専念したかったため」が 34.5％となっている。 

 

問 23 働き方の変化 

働き方の変化について、「遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた」が最も多く 43.2％、「休職や退

職を検討した」が 21.7％となっている。 

 

問 24 仕事と両立させるために必要なこと 

仕事と両立させるために必要なことについて、「柔軟な勤務時間（登校支援・通院対応にあわせ

た出退勤調整など）」が最も多く 57.3％、「お子さんのケアに理解がある職場風土（同僚・上司の

理解も含む）」が 43.2％となっている。 

 

問 26 お子さまの長期欠席に対して、行政に望む支援 

行政に望む支援について強く望むことは、「学校外支援（教育支援センター、フリースクール等）

に通った場合でも、進学において不利にならないこと」が 51.2％、「学校内での教室以外の居場所

（スペシャルサポートルーム・校内教育支援センターなど）の充実」が 43.3％となっている。 

 

問 27 学校や行政からの情報 

学校や行政からの情報について、「長期欠席状況にあるお子さんに関する行政支援・制度の

情報」が最も多く 54.2％、「お子さんの心身のケアに関する情報」が 52.7％となっている。 

 

 

  



7 

 

４ 調査結果 

問 1 家族構成 .................................................................................................................. 8 

問 2 お子さんの人数 ......................................................................................................... 9 

問 3-1 お子さんが 30日以上欠席した人数 ..................................................................... 10 

問 3-2 長期欠席の状況（3人分合算） ............................................................................. 11 

問 4-1 お子さんの学年（3人分合算） .............................................................................. 12 

問 4-2 お子さんの欠席傾向がみられた学年（3人分合算） .............................................. 13 

問 5 長期欠席の要因・きっかけ（3人分合算） ................................................................. 14 

問 6 長期欠席時の保護者の感情（3人分合算） .............................................................. 15 

問 8-1-1 スクールカウンセラー利用有無 ........................................................................ 16 

問 8-1-2 スクールソーシャルワーカー利用有無 .............................................................. 17 

問 9 学校（教育委員会）に求める支援 ............................................................................. 18 

問 10 学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所など）の利用

状況 ................................................................................................................................ 19 

問 11 学校外支援の利用状況 ......................................................................................... 20 

問 12-1 教育支援センターについて ................................................................................ 21 

問 12-2 フリースクールについて ..................................................................................... 21 

問 12-3 フリースペース・居場所について ........................................................................ 22 

問 12-4 その他の支援について ...................................................................................... 22 

問 13 学校外支援の改善点 ............................................................................................ 23 

問 14 利用できない理由 ................................................................................................. 24 

問 15 支援場所への希望 ................................................................................................ 25 

問 16 ケアに関与した方 .................................................................................................. 26 

問 17 支援時の感情、負担 ............................................................................................. 27 

問 18 相談相手について ................................................................................................. 28 

問 19 相談相手の具体例 ................................................................................................ 29 

問 20-1 相談できなかった理由 ....................................................................................... 30 

問 21 雇用形態の変化.................................................................................................... 31 

問 22 雇用形態を変えた理由 .......................................................................................... 32 

問 23 働き方の変化 ........................................................................................................ 33 

問 24 仕事と両立させるために必要なこと ....................................................................... 34 

問 26 お子さまの長期欠席に対して、行政に望む支援 ..................................................... 35 

問 27 学校や行政からの情報 ......................................................................................... 36 

問 28 追加ヒアリング調査への協力................................................................................. 37 

 

  



8 

 

問 1 家族構成 

 

お子さんからみた家族構成（同居の家族）をお答えください。（複数回答可） 

 

家族構成について「母親」が 94.0％、次いで「父親」が 68.7％となっている。 

 

 

 

 

  

n=771

父親

母親

祖父

祖母

兄弟姉妹

その他

68.7

94.0

10.9

16.1

65.6

2.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 2 お子さんの人数 

2025年度、小学２年生から高校３年生までのお子さんは何人いますか。（単一回答） 

 

お子さんの人数について、「2人」が最も多く 42.0％、「3人」が 13.0％、「1人」が 9.5％となって

いる。 

n=771 

 

 

 

  

１人

9.5

２人

42.0

３人

13.0

４人

1.6

５人以上

0.9

無回答

33.1
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問 3-1 お子さんが 30日以上欠席した人数 

 

お子さんの中で昨年度に学校を 30日以上欠席した方は何人いますか。（単一回答） 

 

お子さんが 30日以上欠席した人数について、「1人」が 90.9％、「2人」が 8.7％となっている。 

 

 

０人

0.0

１人

90.9

２人

8.7

３人

0.4

４

人

0.0

５人以上

0.0 n=771
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問 3-2 長期欠席の状況（3人分合算） 

 

前問でお答えいただいたお子さんの長期欠席の状況について近いものを選択してください。 

 

長期欠席の状況について、「昨年度、連続ではないが年間を通じて三十日以上学校を欠席した。

現在は欠席が減り、学校に通う事ができている」が最も多く 27.4％、「昨年度、連続ではないが年

間を通じて三十日以上学校を欠席した。現在も同じ頻度で欠席している」が 25.6％、 「昨年度、一

週間以上連続して学校を欠席した期間があり、現在も行っていない」が 25.5％ となっている。 

 

 

 

 

 

 

n=844

昨年度、一週間以上連続し

て学校を欠席した期間があ

り、現在も行っていない。

25.5

昨年度、一週間以上連続し

て学校を欠席した期間があっ

たが、現在は行っている。

15.0

昨年度、連続ではないが年間

を通じて三十日以上学校を

欠席した。現在も同じ頻度で

欠席している。

25.6

昨年度、連続ではないが年間

を通じて三十日以上学校を

欠席した。現在は欠席が減

り、学校に通うことができてい

る。

27.4

その他

6.5
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問 4-1 お子さんの学年（3人分合算） 

お子さんの現在の学年を教えてください。 （回答のあった 3人分の合計） 

 

「中 3」が 17.8％、「中 2」が 12.4％、「中 1」が 10.4％となっている。 

 

 

 

  

小１

0.0

小２

2.6 小３

4.7

小４

6.9

小５

8.9

小６

9.1

中１

10.4

中２

12.4

中３

17.8

高１

9.7

高２

5.6

高３

3.7

無回答

8.2

n=844
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問 4-2 お子さんの欠席傾向がみられた学年（3人分合算） 

お子さんが一番初めに欠席の傾向がみられた学年を教えてください。（回答のあった 3 人分の合

計） 

 

お子さんの欠席傾向がみられた学年について、「中 1」が最も多く 18.4％、「小 1」が 12.7％、「小

5」が 12.1％となっている。 

 

  

小１

12.7

小２

8.1

小３

9.8

小４

11.1

小５

12.1

小６

8.4

中１

18.4

中２

8.9

中３

2.3

高１

2.6

高２

1.4

高３

0.1

無回答

4.1

n=844
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問 5 長期欠席の要因・きっかけ（3人分合算） 

お子さんが学校を長期欠席していた要因・きっかけは何ですか。（複数回答可） 

 

長期欠席の要因・きっかけ（3 人分合算）について、「からだの不調」が 32.5％、「気持ちが落ち

込んだり、いらいらしたりした」が 30.9％となっている。 

 

 

 

  

n=844

先生に厳しく怒られた

いやがらせやいじめをうけた

いやがらせやいじめに加わってしまった

いじめ以外の友人関係のトラブルがあった

仲の良い友達がいなかった

先生とあわなかった

からだの不調

勉強が分からなかった

授業がかんたんすぎた

成績が下がった

宿題ができなかった

将来の進路のことで悩んでいた

部活動の問題

学校のきまりのこと

入学、進級、転校して学校やクラスに合わなかった

学校で、声や音がうるさかったり、いやなにおいがしたりした

インターネット、ゲーム、動画視聴、SNSなどの影響

学校とは違ったこと（遊び）をしたかった

わからない

答えたくない

  無回答

気持ちが落ち込んだり、いらいらしたりした

夜ねむれなかったり、朝起きられなかったりした

家での生活が変わった

親のこと

家族の世話や家事が忙しかった

その他

18.7

0.4

16.7

12.6

25.1

10.0

15.0

1.1

3.4

7.3

1.5

5.8

12.4

11.3

15.3

6.6

4.5

32.5

30.9

26.3

3.7

5.7

0.4

18.4

7.3

0.5

4.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 6 長期欠席時の保護者の感情（3人分合算） 

長期欠席をしていた際、お子さん(3 人分合算)の状況に対して保護者としてどのように感じていた

かご回答ください。（複数回答可） 

 

長期欠席時の保護者の感情について、「自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるよう

にしてあげたい」が最も多く 40.8％、「在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい」

が 39.8％、 「家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい」が 31.0％となって

いる。 

 

  

n=844

  無回答

在籍校に登校し、自分のクラスに入れるようにしてあげたい

自分のクラスに入れなくても、在籍校に登校できるようにしてあげたい

在籍校以外の支援施設に通わせてあげたい

家庭で学校と繋がり、オンライン等で授業を受けさせてあげたい

学校と繋がらなくても、家庭で学習に取り組ませてあげたい

その他

39.8

40.8

27.0

31.0

24.1

15.8

6.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)
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問 8-1-1 スクールカウンセラー利用有無 

スクールカウンセラー（SC）を利用したことはありますか。（一人でも利用実績等があれば利用して

いるとお答えください） 

 

スクールカウンセラー利用有無について、「過去に利用したことはあるが、現在は利用していな

い」が最も多く 48.6％、「現在利用している」が 19.2％、 「今は利用するつもりはないが、必要にな

れば検討する」が 11.0％となっている。 

 

 

  

現在利用している

19.2

過去に利用したことはあるが、

現在は利用していない

48.6

利用したことがないが、利用を

検討している

1.9

利用したいが、利

用できない状況に

ある

1.6

今は利用するつもりはないが、

必要になれば検討する

11.0

その他

2.7

利用したくない

4.0

どういったものか知らない、わか

らない

2.7
無回答

8.2

n=771
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問 8-1-2 スクールソーシャルワーカー利用有無 

スクールソーシャルワーカー（SSW）を利用したことはありますか。（一人でも利用実績等があれば

利用しているとお答えください） 

スクールソーシャルワーカー利用有無について、「今は利用するつもりはないが、必要になれば

検討する」が最も多く 33.5％、「どういったものか知らない、わからない」が 29.2％となっている。 

 

 

  

現在利用して

いる

6.0

過去に利用したことはあるが、

現在は利用していない

7.7

利用したことがないが、利

用を検討している

3.6

利用したいが、利

用できない状況に

ある

2.9

今は利用するつもりはないが、

必要になれば検討する

33.5

その他

4.5
利用したくない

4.5

どういったものか知らない、わか

らない

29.2

無回答

8.2

n=771
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問 9 学校（教育委員会）に求める支援 

学校（教育委員会）に求める支援はありますか。 

学校（教育委員会）に求める支援について、強く望むことは、「学校が安心できる場所になって

ほしい」が最も多く 61.0％、「在籍学校内に、教室以外の居場所をつくってほしい」が 46.7％、「学

校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所など）と在籍学校の連携を

してほしい」が 42.5％となっている。 

n=771 

 

  

在籍学校内に、教室以外の居場所をつくってほしい

登校時の付き添い等、登校支援をしてほしい

オンライン授業の充実等、家庭にいても受けられる学習支援をしてほしい

医療機関と繋がるための情報がほしい

家庭環境や親子の関係についての相談窓口の情報がほしい

学校が安心できる場所になってほしい

在籍学校とは別に、公共の支援場所を増やしてほしい

学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所など）と在

籍学校の連携をしてほしい

スクールカウンセラー（SC）に相談したいが、方法がわからないので教えてほしい

スクールカウンセラー（SC）の相談時間を増やしてほしい

スクールソーシャルワーカー（SSW）に繋いでもらいたいが、方法がわからないので教

えてほしい

スクールソーシャルワーカー（SSW）の対応時間を増やしてほしい

46.7

12.8

42.0

26.6

21.8

61.0

38.1

42.5

8.4

14.5

15.0

13.4

24.6

16.6

28.5

31.5

29.3

18.3

29.1

27.8

16.1

23.1

24.5

24.4

10.1

37.5

11.2

19.2

24.4

4.8

14.0

11.4

37.2

32.4

29.7

31.9

3.1

15.3

2.9

5.2

6.6

1.3

2.5

2.1

19.5

11.7

12.3

12.1

15.4

17.8

15.4

17.5

17.9

14.7

16.3

16.2

18.8

18.3

18.4

18.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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問 10 学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所など）の利用状況 

学校外支援（教育支援センター、フリースクール、フリースペース・居場所など）の利用状況をお答

えください。（最も近いものを 1つ） 

 

学校外支援の利用状況について、「今は利用するつもりはないが、必要になれば検討する」が

最も多く 32.0％、「現在利用している」が 15.6％、 「過去に利用したことはあるが、現在は利用して

いない」が 13.0％となっている。 

 

 

 

  

現在利用している

15.6

過去に利用したことはあるが、

現在は利用していない

13.0

利用したことがない

が、利用を検討して

いる

4.2

利用したいが、利用できない

状況にある

7.8

今は利用するつもりはないが、

必要になれば検討する

32.0

その他

4.5

利用したくない

3.4

どういったものか知らな

い、わからない

8.2

無回答

11.4

n=771
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問 11 学校外支援の利用状況 

利用したことのある学校外支援を全て選んでください。（複数回答可） 

 

学校外支援の利用状況について、「教育支援センター」が最も多く 51.8％、「フリースクール」が

33.2％、 「フリースペース・居場所」が 27.7％となっている。 

 

 

 

  

n=220

教育支援センター

フリースクール

フリースペース・居場所

その他

無回答

51.8

33.2

27.7

19.5

3.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 12-1 教育支援センターについて 

教育支援センターについて、満足している点を選んでください。（複数回答可） 

 

教育支援センターについてについて、「お子さんが安心して過ごせる」が最も多く 57.0％、「支援

者の対応が丁寧・信頼できる」が 47.4％、 「費用面」が 46.5％となっている。 

 

問 12-2 フリースクールについて 

フリースクールについて、満足している点を選んでください。（複数回答可） 

 

フリースクールについて、「お子さんが安心して過ごせる」が最も多く 72.6％、「他のお子さんと

交流できている」が 58.9％となっている。 

 

n=114

お子さんが安心して過ごせる

学びの継続ができている

お子さんが望む学習や活動がある

家族の精神的な負担が軽くなった

他のお子さんと交流できている

無回答

家から通いやすい／利用しやすい

費用面

支援者の対応が丁寧・信頼できる

その他

特に満足している点はない

57.0

37.7

28.9

40.4

29.8

21.9

46.5

47.4

4.4

11.4

7.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=73

お子さんが安心して過ごせる

学びの継続ができている

お子さんが望む学習や活動がある

家族の精神的な負担が軽くなった

他のお子さんと交流できている

無回答

家から通いやすい／利用しやすい

費用面

支援者の対応が丁寧・信頼できる

その他

特に満足している点はない

72.6

37.0

50.7

50.7

58.9

32.9

17.8

50.7

12.3

8.2

5.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 12-3 フリースペース・居場所について 

フリースペース・居場所について、満足している点を選んでください。（複数回答可） 

 

フリースペース・居場所について、「お子さんが安心して過ごせる」が最も多く 60.7％、「支援者

の対応が丁寧・信頼できる」が 47.5％となっている。 

 

問 12-4 その他の支援について 

その他利用したことのある支援について、満足している点を選んでください。（複数回答可） 

 

その他の支援について、「お子さんが安心して過ごせる」が最も多く 86.0％、「支援者の対応が

丁寧・信頼できる」が 67.4％となっている。 

  

n=61

お子さんが安心して過ごせる

学びの継続ができている

お子さんが望む学習や活動がある

家族の精神的な負担が軽くなった

他のお子さんと交流できている

無回答

家から通いやすい／利用しやすい

費用面

支援者の対応が丁寧・信頼できる

その他

特に満足している点はない

60.7

19.7

37.7

42.6

44.3

21.3

37.7

47.5

9.8

16.4

6.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

n=43

お子さんが安心して過ごせる

学びの継続ができている

お子さんが望む学習や活動がある

家族の精神的な負担が軽くなった

他のお子さんと交流できている

家から通いやすい／利用しやすい

費用面

支援者の対応が丁寧・信頼できる

その他

特に満足している点はない

86.0

27.9

44.2

62.8

53.5

34.9

39.5

67.4

20.9

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 13 学校外支援の改善点 

利用したことのある学校外支援について、改善点を選んでください。（複数回答可） 

 

学校外支援の改善点について、「支援を受けられる場所を増やしてほしい（近場で支援を受け

たい）」が最も多く 43.2％、「学校の出席や成績に繋げてほしい」が 37.7％、「進路の支援をしてほ

しい」が 29.1％となっている。 

 
 

  

n=220

無回答

支援を受けられる場所を増やしてほしい

（近場で支援を受けたい）

利用できる日数を増やしてほしい

進路の支援をしてほしい

その他

特にない

費用を安くしてほしい

学習を増やしてほしい

学校ともっと連携してほしい

学校にいろいろ伝えないでほしい

学校の出席や成績に繋げてほしい

26.4

18.6

26.4

2.3

37.7

43.2

19.1

29.1

10.5

14.1

3.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)
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問 14 利用できない理由 

利用できない、利用しない、したくない理由をお答えください。（複数回答可） 

 

利用できない理由について、「現状で特に問題ないから」が最も多く 36.0％、「心身の状態が通

える状態ではないから」「通える範囲に施設がないから」が 16.8％となっている。 

 
 

  

n=333

費用が高いから

望んでいる学習、活動がないから

心身の状態が通える状態ではないから

通える範囲に施設がないから

学校の出席や成績に反映されないから

その他

現状で特に問題ないから

無回答

14.1

10.2

16.8

16.8

12.3

15.3

36.0

11.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 15 支援場所への希望 

（問 10の学校外支援の利用状況で「現在利用している」と答えた方以外が対象。） 

どのような場所（環境）があれば、お子さんを通わせたいと思いますか。（複数回答可） 

 

支援場所への希望について、「お子さんが安心して過ごせる」が最も多く 78.0％、「家から通い

やすい／利用しやすい」が 68.2％となっている。 

 
 

 

  

n=563

その他

無回答

ICT（プログラミングなど）を学ぶことのできる環境である

授業時間が通常の学校よりも少ない

他のお子さんと交流できる

自然の中で体を動かしリフレッシュする時間・環境がある

農業・商業・工業など、興味関心に応じた専門的知識を学ぶことのできる環境である

文化・芸術を学ぶことのできる環境である

お子さんが安心して過ごせる

既存の学校と同様の授業を受けられる環境である

お子さんが望む学習や活動がある

カリキュラムが自分の学習状況や心身の状況に合わせて設定できる

通えないときはオンラインなどでの学習支援がある

送迎がある

支援者の対応が丁寧・信頼できる

費用面の負担が妥当

家から通いやすい／利用しやすい

78.0

43.5

58.4

48.7

46.5

16.2

40.3

39.4

29.5

26.1

28.6

68.2

38.9

57.0

58.3

5.7

1.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)
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問 16 ケアに関与した方 

お子さんのケアに最も関与していた方をお答えください。（単一回答） 

 

ケアに関与した方について、「母親」が最も多く72.0％、「無回答」が12.8％、 「その他」が10.2％

となっている。 

 

  

n=771

父親

3.2

母親

72.0

祖父

0.4

祖母

0.8

兄弟姉妹

0.5

その他

10.2

無回答

12.8
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問 17 支援時の感情、負担 

お子さんを支える中で感じた不安や悩み事、精神的・身体的な負担についてお答えください。（複

数回答可） 

 

支援時の感情、負担について、「お子さんの将来に対する不安について（保護者がお子さんの

将来に対し不安を感じている）」が最も多く 62.3％、「お子さんの学習の遅れや家庭での学習対応

の難しさについて」が 57.2％となっている。 

  

n=771

特に不安や悩み事、負担を感じていない

無回答

その他

家庭内での意見の相違・食い違い

家族の協力があまりなく自分ひとり頑張っている孤独感

長期欠席がいつ改善するのか見通しがつかないことへ

の不安

現状の経済的困窮

将来的に経済的困窮に陥るのではないかという不安

長期欠席のお子さまと、その他の兄弟姉妹との関わり

度合いのアンバランスさ

お子さんを長期欠席させていることに対する感情（不

安等）

お子さんの周囲の人との関わり方について

お子さんの将来に対する不安について（保護者がお

子さんの将来に対し不安を感じている）

お子さんの学習の遅れや家庭での学習対応の難しさ

について

お子さんへの接し方やサポートのあり方について

お子さんの生活リズムの乱れや体力の低下について

学校や担任とのやり取りや調整

学校以外の支援機関（病院、診療所含む）とのやり

取りや調整

学校以外の支援機関（フリースクール等含む）への

送迎負担、時間的制約

自分自身の自由な時間が確保できない

自分の仕事との両立に対する悩み

家族以外の誰にも相談できずにいる孤立感

50.2

62.3

57.2

48.8

54.3

48.5

28.9

21.7

27.5

49.5

15.0

51.6

24.5

17.6

52.5

19.2

24.9

34.9

8.0

1.0

13.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)
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問 18 相談相手について 

長期欠席のお子さんについて相談できる相手はいましたか。（単一回答） 

 

相談相手についてについて、「はい」（相談相手がいる人）が 75.4％、「いいえ」（相談相手がい

ない人）が 10.5％となっている。 

 

 

 

  

はい

75.4

いいえ

10.5

無回答

14.1

n=771
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問 19 相談相手の具体例 

相談した相手はだれですか。（もしくは相談した機関はどこですか。）（複数回答可） 

 

相談相手の具体例について、「家族」が最も多く 74.9％、「学校の先生（担任の先生、養護教諭

など）」が 62.7％となっている。 

 

 

 

  

n=581

習い事・塾の先生

学校以外のカウンセラー

学校以外のソーシャルワーカー

その他

無回答

県や市町村の相談窓口

市町村の子ども家庭センター

医師、看護師、保健師等の医療関係者

職場の上司・同僚

民生委員・児童委員、自治会、子供会、子ども食堂等地域の人

学校外支援（教育支援センター、フリースクール・居場所など）の職員

家族

友人・知人

学校の先生（担任の先生、養護教諭など）

学校のスクールカウンセラー（SC）

学校のスクールソーシャルワーカー（SSW）

74.9

51.1

62.7

39.9

5.7

19.6

16.7

5.3

33.2

20.1

0.5

12.6

12.4

3.4

7.9

0.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 20-1 相談できなかった理由 

相談できなかった・しなかった理由を教えてください。（複数回答可） 

 

相談できなかった理由について、「相談しても状況が変わるとは思えない」が最も多く 55.6％、

「相談できる人が身近にいない」が 42.0％、 「誰に相談するのがよいかわからない」が 39.5％とな

っている。 

 

 

 

  

n=81

誰に相談するのがよいかわからない

相談できる人が身近にいない

誰かに相談するほどの悩みではない

世間体もあり、家族のことは話したくない・話しにくい

相談しても状況が変わるとは思えない

相談する時間的余裕がない

相談を依頼したが出来なかった（時間が合わなかった、予約が取れなかった等）

その他

無回答

39.5

42.0

4.9

17.3

55.6

28.4

6.2

14.8

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 21 雇用形態の変化 

お子さんのケアに起因したあなたの雇用形態の変化についてお答えください。（単一回答） 

 

雇用形態の変化について、「雇用形態は変化していない」が最も多く 54.6％、「無回答」が

14.9％、 「就労していない」が 9.7％となっている。 

 

 
 

  

自社内で正規社員から非正

規社員（パート・アルバイト含

む）になった

2.1

正規社員から非正規社員

（パート・アルバイト含む）へ

の転職をした

2.1

正規社員を辞めお子

さんのケアに専念した

3.4

非正規社員（パート・アルバイ

ト含む）を辞めお子さんのケア

に専念した

6.0

正規社員から正規社員への

転職をした

1.2

就労していない状況から働き

出した（正規・非正規問わ

ず）

1.3

雇用形態は変化していない

54.6

就労していない

9.7

その他

4.8

無回答

14.9

n=771
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問 22 雇用形態を変えた理由 

正規社員・非正規社員を辞めた、雇用形態を変えた理由はなんですか。（複数回答可）（問 21 で

「自社内で正規社員から非正規社員（パート・アルバイト含む）になった」「正規社員から非正規社

員（パート・アルバイト含む）への転職をした」「正規社員を辞めお子さんのケアに専念した」「非正

規社員（パート・アルバイト含む）を辞めお子さんのケアに専念した」「正規社員から正規社員への

転職をした」と回答した人対象） 

 

雇用形態を変えた理由について、「業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だった

ため」が最も多く 61.1％、「自分の心身の健康状態が悪化したため」が 38.9％、 「自身の希望とし

てお子さんのケアに専念したかったため」が 34.5％となっている。 

 

 
 

  

n=113

業務上、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

風土として、仕事とお子さんのケアの両立が難しい職場だったため

（例　上司等に相談したが理解を得られなかった、相談できる雰囲気ではなかった）

お子さんのケアに利用できる会社の制度が無かった、知らなかったため

お子さんのケアに関する会社の制度は知っていたが、活用できなかったため

自分の心身の健康状態が悪化したため

学校外施設（教育支援センター、フリースクールなど）を利用したかったが利用ができず、家

でお子さんの面倒をみることになったため

家族や親族から理解・協力が得られなかったため

自身の希望としてお子さんのケアに専念したかったため

その他

無回答

61.1

17.7

23.0

4.4

38.9

9.7

6.2

34.5

13.3

7.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 23 働き方の変化 

お子さんのケアのために、働き方に変化はありましたか。（複数回答可） 

 

働き方の変化について、「遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた」が最も多く 43.2％、「休職や退職

を検討した」が 21.7％となっている。 

 

 

 

  

n=771

遅刻、早退、中抜け、欠勤が増えた

仕事の内容や働き方を変えた（時短やシフト勤務、内勤への変更等）

働く時間や場所に制約が出た（残業、出張ができなくなった等）

仕事のパフォーマンスが下がった（業務に集中できないこと等）

在宅勤務が増えた

無回答

昇進を諦めた又は降格した

休職や退職を検討した

その他

特に影響はなかった

お子さんのケアに関わらず就労はしていない（専業主婦（主夫）等）

43.2

20.2

13.4

20.5

3.4

3.6

21.7

6.5

13.9

6.2

16.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 24 仕事と両立させるために必要なこと 

勤務先において、お子さんのケアと仕事を両立させるために何を求めますか。（複数回答可） 

 

仕事と両立させるために必要なことについて、「柔軟な勤務時間（登校支援・通院対応にあわせ

た出退勤調整など）」が最も多く 57.3％、「お子さんのケアに理解がある職場風土（同僚・上司の理

解も含む）」が 43.2％となっている。 

 

 

  

n=771

柔軟な勤務時間（登校支援・通院対応にあわせた出退勤調整など）

テレワーク・在宅勤務の選択肢の拡充

精神的負担を軽減するための相談窓口（社内・外部カウンセリングなど）の整備

同じ悩みを抱える職員同士の情報交換・支援の場の設置

お子さんのケアと仕事の両立に関する社内制度の整備

お子さんのケアと仕事の両立に関する制度・支援情報の積極的な周知

お子さんのケアに理解がある職場風土（同僚・上司の理解も含む）

その他

特に求めるものはない

無回答

57.3

24.1

14.4

14.1

32.3

27.1

43.2

3.4

12.3

17.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)
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問 26 お子さまの長期欠席に対して、行政に望む支援 

 

行政に望む支援について、強く望むことは、「学校外支援（教育支援センター、フリースクール等）

に通った場合でも、進学において不利にならないこと」が 51.2％、「学校内での教室以外の居場所

（スペシャルサポートルーム・校内教育支援センターなど）の充実」が 43.3％となっている。 

 

 

  

お子さんに対するカウンセリングなどの心理的支援の充実

関係機関とつなぐスクールソーシャルワーカー（SSW）の充実

学校内での教室以外の居場所（スペシャルサポートルーム・校内教育支

援センターなど）の充実

学校外での公的な学習支援・居場所（教育支援センター、学びの多様

化学校等）の充実

学校外での民間の居場所（フリースクール、フリースペース、居場所等）

の充実

学校外支援（教育支援センター、フリースクール等）に通った場合でも、

進学において不利にならないこと

学習支援（オンライン授業の提供など）の充実

親の会など同じ悩みを抱える人たちの交流の場

お子さんのケアを一時的に代わってくれる等、自分が休める時間の確保

長期欠席や不登校の支援に関する情報提供

企業への意識や理解の促進

企業への職場環境整備の支援

医療機関と繋がるための支援

家庭や家族の課題について相談できる福祉機関と繋がるための支援

34.6

29.3

43.3

37.2

33.6

51.2

40.9

16.6

21.3

40.3

36.1

35.9

29.4

29.2

25.9

25.3

20.6

26.1

27.5

16.2

23.9

24.9

19.3

27.4

28.8

27.5

28.4

29.1

12.6

18.4

10.9

11.4

13.4

7.0

9.7

28.3

27.9

7.4

9.3

10.5

15.3

15.6

3.6

3.2

2.2

2.9

2.5

2.3

1.9

5.7

7.3

1.8

1.9

1.8

3.0

2.6

23.2

23.7

23.0

22.4

23.1

23.2

23.6

24.5

24.3

23.1

23.9

24.3

23.9

23.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

強く望む やや強く望む あまり望まない 全く望まない 無回答
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問 27 学校や行政からの情報 

学校や行政から、どういった情報を受け取りたいですか。（複数回答可） 

 

学校や行政からの情報について、「長期欠席状況にあるお子さんに関する行政支援・制度の情

報」が最も多く 54.2％、「お子さんの心身のケアに関する情報」が 52.7％となっている。 

 

 

 

  

n=771

無回答

学校の学習に関する情報

学校の活動に関する情報

進路に関する情報

学校外支援・居場所に関する情報

お子さんの心身のケアに関する情報

特にない

保護者自身のサポートに関する情報

長期欠席状況にあるお子さんに関する行

政支援・制度の情報

医療機関に繋がるための情報

家庭や家族の課題について相談できる

福祉機関に繋がるための情報

その他

40.5

24.6

49.2

44.6

52.7

38.0

54.2

32.6

32.0

2.5

4.4

21.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)
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問 28 追加ヒアリング調査への協力 

ご回答いただいた内容の深堀のため、追加ヒアリング調査にご協力いただけるかご回答ください。

（単一回答） 

 

追加ヒアリング調査への協力について、「いいえ」が最も多く 51.8％、「はい」が 27.5％となってい

る。 

 

 

はい

27.5

いいえ

51.8

無回答

20.8

n=771


